
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 
 

９月末学費滞納調査 全国の運動が世論を動かす！ 

 
 ９月末時点の「学費滞納と経済的理由による中退調査」は締め切り直前の26日（木）10:00時点で、21都府県186

校分を集約しています。本日も新たに高知、富山から調査結果が届いています。全国の奮闘に心から敬意を表します。 

 2020年４月の就学支援金拡充以降大きな制度拡充がなく、一方で「授業料無償化」を具体化する自治体が複数あるとい

う状況で、公私間格差・自治体間格差の是正による「私学の無償化」の前進に向けた要請をおこなううえで、この調査はと

ても重要な論拠となります。 

提出最終期限を１１/１５（水）とします 
 目標の４００校分集約を達成するために、提出最終期限を11月15日（水）に延期します。1校でも多くを集められる

よう、未提出の学園には個別に声をかけて、回収をすすめてください。とくに毎回出している加盟校で今回まだ提出してい

ない単組には、必ず連絡を入れて報告提出を促してください。この調査の分析結果に基づいた記者発表を11月中に実施す

る予定ですので、最終期限を必ず守ってくださいますよう、よろしくお願いいたします。 

私学助成署名 中間集約始まる 
 全国各地で私学助成全国署名運動が本格的に始まっています。今年はとくに街頭署名が多くの県でおこなわれ、多数の生

徒・父母の参加や街の暖かい励ましを得て、運動に勢いがついたとの報告が寄せられています。すでに中間集約がおこなわ

れた県からは、山形40000筆、新潟10000筆、青森6000筆などの報告がありました。 

 10月末時点の集約状況の報告をよろしくお願いします。すべての県の中間集約を束ねて、それを弾みにして11月本番

を意気高く迎えましょう。 

 また、学習会、街頭署名、私フェス・つどいなどの報告を本部に随時お寄せください。それぞれのとりくみに学び、大き

な運動をつくっていきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

熊本「列車で署名旅」 

玉名・八代地区を周回し、生徒14

人・教員9人で265筆も集めま

した。去年の倍近い筆数です。な

んと、スーパーの店内でも許可さ

れて署名にとりくみました。 
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すべての県の中間集約を束ねて、それを弾みにし

て 11月本番を意気高く迎えましょう。 
 


